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　「この地の風説を知る人がいなくなってきてい
る。忘れ去られないよう、残していかなければ」
　高橋さんは、昨年10月、主に登

と よ ま

米町地域に伝わ
る風説をまとめた「宮城・登米の巷

こう

説
せつ

・口承」を自費
出版した。風説とは、正確な知識や情報源もなく、
明確な根拠もないまま広まるうわさのこと。
　本には、郷土料理「はっと」の名前の由来や、登
米町にある梨の木が話をする「面目無しの名木梨」
など、11話を収録している。昔は風説を話すと「こ
ういう話があったと相づちを打ってくれる人がい
た。今では、そういう人たちがいなくなった」と出
版へのきっかけを語る。
　スレートぶき職人だった高橋さんは、市内はも
ちろん、栗原市や石巻市など各地で仕事をした。若
い頃の移動手段は自転車だけ。泊りがけの仕事が

多かった。宿泊先では、お年寄りが楽しげに風説を
話してくれた。「地元にもこんな伝説があるとはす
ごい」と興味を持ち、暇を見つけては尋ね歩いた。
「この仕事ができて運がよかった」と笑顔で語る。
　一番思い出に残っている話は「はっと」。登場す
るお婆さんを50年探したがとうとう見つけられ
なかった。「探し始めた当時は、お婆さんも健在
だったらしい」と見つけられないことを悔やむ。
　高橋さんは、登米能の伝承者でもあり、先人たち
から受け継いだ教えをまとめた文献「昔語り・とよ
ま能」も、30年前に出版。今でも能に携わり、舞を
教えたり、能面を作ったりしている。
　「風説も能も、この地に伝わる文化。絶やしては
いけない」と、次代へつなげる草の根の活動は、ま
だまだ続く。

▼
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せ
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た
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さ
せ

ら
れ
た
り
す
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。帰
る
頃
に
は

す
っ
か
り
フ
ァ
ン
に
な
っ
て
い

る
。こ
の
1
年
半
で
、自
分
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か

な
り
の
人
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フ
ァ
ン
に
な
っ

た
。複
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こ
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っ
か
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と
り
こ
。

も
っ
と
多
く
の
人
の
フ
ァ
ン
に

な
り
た
い
と
思
う
（
及
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▼
４
年
に
１
度
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
。
今
年
は
逆
転
勝
ち
が
多
く

み
ら
れ
、
感
動
が
た
く
さ
ん
あ

り
ま
し
た
。
今
号
で
は
全
国
大

会
に
出
場
し
た
選
手
の
皆
さ
ん

を
取
材
。
全
国
大
会
に
出
場
す

る
に
は
、
常
に
高
い
目
標
を
掲

げ
て
、
想
像
以
上
に
つ
ら
い
練

習
を
頑
張
っ
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
も
応
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し
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と
思
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▼
７
、８
月
は
、
市
内
で
開
催

さ
れ
た
お
祭
り
の
取
材
に
行
っ

て
き
ま
し
た
。
神
輿
や
よ
さ
こ

い
、
牛
の
丸
焼
き
な
ど
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
夏
が

終
わ
り
、
季
節
が
秋
に
変
わ
っ

て
も
、
ま
だ
ま
だ
祭
り
は
続
き

ま
す
。
今
度
は
、
夏
と
違
う
秋

の
祭
り
で
、「
登
米
市
」
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
（
田
代
）
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